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○
踏
切
で
は
必
ず
一
旦
停
止
の
励
行
を

　
踏
切
で
は
、
路
面
の
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
な

ど
大
変
危
険
で
す
。
歩
行
、
自
転
車
・
自
動
車
の

運
転
に
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
列
車
は
急
に
停
車
で
き
ま
せ
ん
。
踏
切
で
は

必
ず
一
旦
停
止
し
て
、
安
全
を
確
認
し
て
横
断
し

て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
列
車
を
受
け
付
け
開
始

　
家
族
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
多
数

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
長
良
川
鉄
道
開
業
　
周
年
記
念
　
　
　
　

25

春
ま
ぢ
か
古
今
伝
授
を
巡
る
た
び
♪

◆
旅
行
日
　
2
月
　
日（
水
）・
　
日（
土
）・
　
日

23

26

27

（
日
）・
3
月
2
日（
水
）・
5
日（
土
）・
6
日（
日
）

◆
締
切
日
　
各
5
日
前

◆
募
集
人
数
　
各
　
人（
最
少
催
行
人
数
　
人
）

30

20

◆
会
費
　
1
人
5
7
0
0
円（
線
内
同
一
料
金
）

※
会
費
に
は
、運
賃
、食
事
代（
飲
み
物
1
杯
付
）、

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
共

通
入
館
料
（
東
氏
記
念
館
・
和
歌
文
学
館
）
が

含
ま
れ
ま
す
。

◆
行
程
　

9:42
9:52

美
濃
太
田（
    ）→
富
加（
    ）→

関

9:58
10:06

10:19

口（
    ）→
関（
     ）→
美
濃
市（
     ）

11:18

→
徳
永（
     ）＝
送
迎
バ
ス
＝
昼
食
＆
散
策

《
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
》

11:30
13:45

（
     
～
 
    ）＝
送
迎
バ
ス
＝
酒
蔵
見
学

＆
母
情
供
新
酒
僑
の
試
飲
《
平
野
醸
造
》13:55

（
     

14:15

～
 
    ）＝
送
迎
バ
ス
＝
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
《
道

の
駅
　
古
今
伝
授
の
里
や
ま
と
》14:25

（
     
～

15:25

     ）＝
送
迎
バ
ス
＝
郡
上
大
和

15:35

（
     ）→

み

16:26
16:51

な
み
子
宝
温
泉（
     ）→
美
濃
市（
     ）

→

17:03
17:07

17:13

関（
     ）→
関
口（
     ）→
富
加（
     ）

17:22

→
美
濃
太
田（
     ）

◆
そ
の
他

・
車
内
へ
の
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
す
。

・
列
車
は
往
復
貸
切
列
車
で
添
乗
員
が
同
行
し

ま
す
。
帰
り
の
列
車
は
途
中
下
車
有
効
で
す
。

・
最
少
催
行
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中
止

ま
た
は
出
発
日
の
変
更
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

☆
郡
上
八
幡
宿
泊
乗
車
券
を
3
月
　
日
ま
で

30

発
売
中
♪

◆
利
用
方
法
　
郡
上
八
幡
観
光
旅
館
組
合
に
加

盟
す
る
旅
館
の
宿
泊
予
約
時
に
、
長
良
川
鉄

道
を
利
用
す
る
旨
を
申
し
出
る
と
、
旅
館
か

ら
往
復
無
料
乗
車
券
の
引
換
券
が
送
ら
れ
ま

す
。
引
換
券
は
美
濃
太
田
駅
・
関
口
駅
・
関

駅
・
美
濃
市
駅
で
「
郡
上
八
幡
宿
泊
乗
車

券
」
に
引
き
換
え
で
き
ま
す
。

長

良

川

鉄

道
だ
よ
り
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
旧
年
中
は
、
長
良
川
鉄
道
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
初
詣
は
、
長
良
川
鉄
道
を
ご
利
用
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
　
月
ご
ろ
か
ら
翌
年
の
4
月
に
か

11

け
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
原
因
と

す
る
ウ
イ
ル
ス
性
の
お
う
吐
・
下
痢
が
流
行

し
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
カ
キ
な
ど

の
二
枚
貝
の
生
食
に
よ
る
食
中
毒
が
有
名

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
集
団
感
染

の
大
半
は
、
誰
か
が
ま
ず
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
、
施
設
内
で
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ

感
染
し
て
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で

し
た
。
こ
の
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
力

は
極
め
て
強
力
で
す
。
流
行
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に
、
予
防
と
対
策
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
症
状

　
主
な
症
状
は
吐
き
気
、
お
う
吐
、
下
痢
、

腹
痛
で
す
。
1
～
2
日
間
で
回
復
し
ま
す

が
、
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
で

は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
う
吐
物
・
下
痢
便
の
処
理

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
患
者
の
お
う
吐
物
や
便

に
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
わ
ず
か
な
量
が

体
に
入
っ
た
だ
け
で
容
易
に
感
染
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
塩
素
系
の
消

毒
剤
で
な
け
れ
ば
効
果
的
な
消
毒
は
で
き

ま
せ
ん
。
処
理
す
る
時
は
マ
ス
ク
や
手
袋

を
着
用
し
、
ぞ
う
き
ん
な
ど
で
し
っ
か
り

と
拭
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
拭
き
取
っ
た

ぞ
う
き
ん
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
で
密
閉
し

て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
う
吐
な

ど
で
汚
れ
た
衣
類
も
大
き
な
感
染
源
に
な

り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
洗
濯
機
で
他
の
衣
類

と
一
緒
に
洗
う
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
に
お
け
る
注
意
点

　
学
校
や
施
設
な
ど
で
集
団
発
生
し
て
も
、

そ
の
最
初
の
発
端
は
家
庭
内
で
の
感
染
に

よ
る
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
最
も
重
要
で
効
果
的
な
予
防
方
法
は「
こ

ま
め
な
手
洗
い
」
で
す
。
帰
宅
時
・
食
事

前
に
は
家
族
全
員
が
流
水
・
石
け
ん
で

し
っ
か
り
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
調
理
や
配
膳
、
ト
イ
レ
の
後
な
ど
も

流
水
・
石
け
ん
で
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
貝
類
の
内
臓
を
含
ん
だ
生
食
が
時
に
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
原
因
と
な
る
こ
と

を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
貝
類
は

十
分
に
加
熱
調
理
し
、
調
理
し
た
ま
な

板
や
包
丁
は
す
ぐ
に
熱
湯
消
毒
を
し
ま

し
ょ
う
。
生
食
は
特
に
高
齢
者
や
乳
幼

児
は
避
け
る
方
が
無
難
で
す
。

③
お
う
吐
物
を
処
理
し
た
場
所
や
衣
類
な

ど
の
消
毒
は
、
塩
素
系
消
毒
剤
や
漂
白

剤
を
薄
め
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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 冬
季
に
流
行
す
る
感
染
性
胃
腸
炎

 
 　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
に
注
意


